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当院主催研修会
職員対象研修会　［2023年4月～2024年3月］

開催月日 対象者 参加人数 テーマ
担当者

主催 講師

4月3日 新入職員 31 抗菌薬に関する取り組みの案内 薬剤部 佐伯勝成

4月3日 新入職員 31
1．COVID-19発生動向、今後の対応
2．医療関連感染と感染成立
3．標準予防策

感染対策室 坪根淑恵

4月4日 新入看護職員 21 感染管理研修 感染対策室 坪根淑恵

6月8日〜6月15日 全職員 460 転倒・転落予防対策、患者誤認防止 医療安全管理室 吉田智子

6月19日〜6月23日 全職員 445 新型コロナウイルス感染症
5類感染症変更後の対応　Q&A 感染対策室 坪根淑恵

論文・著書
〔2023年1月～2023年12月〕

発行・発表年月 雑誌名・著書名 ページ範囲 論文・記事タイトル 著者
※当院職員のみ掲載

2023年3月 リハビリテーション薬剤
実践マニュアル 205-208

抗精神病薬、抗てんかん薬、アルツ
ハイマー治療薬は摂食嚥下障害の原
因となり得る

竹村有美

2023年3月 リハビリテーション薬剤
実践マニュアル 310-311

亜鉛補充は、放射線および化学放射
線療法による口腔粘膜炎に有効な例
もある

竹村有美

2023年3月 リハビリテーション薬剤
実践マニュアル 334-337 覚醒不良にフォーカスした薬剤調整 竹村有美

2023年5月 山口県　内科医師会
第22号 20-30 最新医学　最近のトピックス　貧血

治療　up-date 縄田涼平

2023年6月 臨床皮膚科
第77巻　第7号 538-544

関節リウマチ患者の顔面、下腿に著
明な腫脹をきたしたメトトレキサー
ト関連リンパ増殖性疾患の1例

赤松洋子
瀬戸口美保子
杉山暁子
田中邦剛

2023年9月 皮膚科の臨床
第65巻　第9号 1397-1401 メトトレキサート単独投与が著効し

たサルコイドーシスの1例 赤松洋子
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学会・研修会
〔2023年1月～2023年12月〕

開催日
（開始）

開催日
（終了） 学会、研修会名 開催地 発表演題 発表者、演者、共同研究者等

※当院職員のみ掲載

2月10日 2月10日 第12回  下関医療センター
薬薬連携研修会

山口県
下関市

心不全治療薬について
〜冠動脈疾患に使用する薬剤〜 竹村有美

2月12日 2月12日 令和4年度  栄養士研究発表会 山口県
山口市

おいしく安全で栄養のある嚥下調
整食提供を目指した食形態改良の
取り組み

山口優里奈　大屋　舞
大庭佳恵　小田真理子
飯田　武（共同演者）

2月15日 2月16日 第39回  日本臨床栄養代謝
学会　学術集会

神奈川県
横浜市

NMESを併用した咽頭拳上訓練
により嚥下機能の改善が得られた
胸部食道癌術後の1例

藤井雄一（発表者）、
飯田　武　他

3月  2日 3月  2日 第1回  山口市心不全療養指
導士の会

山口県
山口市

（Web）

心不全治療に関わる多職種連携の
重要性 吉国健司

3月28日 3月28日 CLL治療セミナー2023 in 
山口

山口県
山口市

再発・難治性慢性リンパ性白血病
におけるカルケンスの役割 縄田涼平

4月  1日 4月  1日

令和4年度  薬局ビジョン実
現に向けた薬剤師のかかり
つけ機能強化事業

（令和4年度薬剤師の資質向
上等に関する研修事業）

東京都
患者等に寄り添った薬物療法支援
と薬剤師（心不全）chapter2

【実践編】
吉国健司

4月26日 4月  2日 MM Expert Seminar in 中国 Web

Bor不耐・Len難治性のBJ型多
発性骨髄腫にDKdを導入し、速
やかにAuto-SCTが施行できた
症例

縄田涼平

5月11日 5月13日 第66回  日 本 糖 尿 病 学 会  
年次学術集会

鹿児島県
鹿児島市

週1回GLP-1受容体作動薬（セマグ
ルチドVSデュラグルチド）を選択
する際、患者が充当しするポイント

黒瀬実樹　阿座上操
野田　薫

5月21日 5月21日 第79回  山口県診療放射線
技師会  総会・学術大会

山口県
下関市

当院での検査遅延改善に対する取
り組み 津田幸太郎

6月  1日 6月  4日 第122回  日本皮膚科学会総会 神奈川県
横浜市

A  c a s e  o f  n o n - b u l l o u s 
pemphigoid mimicking as 
intractable eczematous eruption

池川法子　赤松洋子

6月  8日 6月  8日 関薬会  第2回生涯学習研修会 山口県
下関市 感染制御の基本 佐伯勝成

6月  9日 6月  9日 北見薬剤師会学術講演会 北海道
北見市

心不全治療に関わる多職種連携の
重要性
〜心不全チーム薬剤師の視点〜

吉国健司

6月15日 6月15日
山口栄養サポートネットワー
ク臨床栄養勉強会  知らな
きゃソン塾

山口県
下関市

（Web）

心不全患者の栄養とポリファーマ
について 竹村有美

6月23日 6月23日 第25回  日本医療マネジメ
ント学会  学術総会

神奈川県
横浜市

薬剤助手義務の効率化に対する取
り組み 矢川結香　吉国健司

7月  4日 7月  4日 心 不 全 多 職 種 連 携 ス キ ル
アップWebinar2023

岩手県
盛岡市

（Web）

心不全診療における多職種連携
〜心不全・心リハ薬剤師の視点〜 吉国健司

7月16日 7月16日 第29回  日本心臓リハビリ
テーション学術集会

神奈川県
横浜市

血圧管理における心臓リハビリ
テーションの有効活用術 吉国健司
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開催日
（開始）

開催日
（終了） 学会、研修会名 開催地 発表演題 発表者、演者、共同研究者等

※当院職員のみ掲載

9月  3日 9月  3日

日本皮膚科学会  第238回  
熊本地方会熊本大学皮膚科・
形成外科教室創立100周年
記念地方会

熊本県
熊本市 皮膚腫瘍切除時の局所麻酔量 赤松洋子　池川法子

森永俊彦

9月  5日 9月  5日 山口県薬剤師会  地域医療・
保険委員会

山口県
山口市

（Web）

地域連携とトレーシングレポート
の意義 佐伯勝成

9月  9日 9月  9日 第27回  PEG・在宅医療学
会学術集会

岐阜県
岐阜市

PEGにより胃小網内血管を損傷
し腹腔内出血を繰り返した一例

飯田武　松本怜子
佐藤哲也　西村　拓

9月  9日 9月10日 日本皮膚科学会  第406回  
福岡地方会

福岡県
北九州市

RIGENERAによる真皮移植を全
層植皮術に併用して良好な経過を
辿った菓子難治性皮膚潰瘍の1例

赤松洋子

9月23日 9月23日 第15回  日本臨床栄養代謝
学会中国四国支部学術集会 Web 長期腸瘻栄養管理中に銅欠乏をき

たした一例

山口優里奈　飯田　武
藤井雄一　池畑紗紀
竹村有美　中本真由美
長谷川朋子　清木雅一
前原由起子　小林菜々子
大庭佳恵　三輪真紀子
山下智省（共同演者）

10月17日 10月17日 北海道医療大学  将来ビジョ
ン講座

北海道
石狩市

（Web）

心不全パンデミックへの“心”構え
〜心臓リハビリテーションと地域
連携〜

吉国健司

10月20日 10月20日 令和5年度  第8回  生涯学
習研修会  薬薬連携研修会

山口県
下関市 当院におけるABVD療法の実際 山田健一

10月20日 10月20日 令和5年度  第9回  生涯学
習研修会  薬薬連携研修会

山口県
下関市

造血器腫瘍に対する化学療法につ
いて 杉山暁子

10月21日 10月21日 第32回  山口県西部医学会 山口県下
関市

高齢で初めて診断が明らかになっ
た先天性血友病Aの一例

古賀加奈子　杉山暁子
加藤　彰

10月27日 10月28日 日本糖尿病学会  中国四国地
方会  第61回  総会

島根県
松江市

クリニックにおけるDexcomG6
導入経験から得た多少の知見 岸本玲子

10月27日 10月28日 日本糖尿病学会  中国四国地
方会  第62回  総会

島根県
松江市

高度肥満を伴う2型糖尿病への持
続性BIP/GLP-1受容体作動薬の
有用性と課題

野田　薫　阿座上操
黒瀬実樹

11月  4日 11月  4日 第33回  日本医療薬学会年会 宮城県
仙台市

心臓リハビリテーション指導士の
視点から見る心不全 吉国健司

11月17日 11月17日 2023年度  下関西高等学校  
キャリアセミナー

山口県
下関市 薬剤師の業務 大西利彦

11月22日 11月22日 中四国医療安全WEBセミ
ナー Web 当院での肝炎ウィルス検査陽性者

の拾い上げ 加藤　彰

11月28日 11月28日 第2回  T-cell lymphoma 
forum in 山口

山口県
山口市

早期に再発したPTCL, nosに対
しTucidinostatを使用した一例 杉山暁子

11月30日 11月30日
第5回  Yamaguchi Liver 
A c t i v e  G e n e r a t i o n 
Meeting

山口県
宇部市

当院での食道静脈癌患者の傾向/
見逃し注意！静脈瘤と消化管癌合
併症例

松田崇史

12月  8日 12月  9日 第8回  JCHO地 域 医 療 総
合医学会 三重県 SNSを利用した院内研修の取り

組み

戸倉正光
（久保田将弘　高菅将希
福本信幸　仁田裕紀
市岡美恭　石本雅和
黒木　亮　渡邊孝幸）
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病院広報誌

馬関医心〔2023年新年号～秋号〕

ホームページにてPDFファイルを公開しています。⇒ shimonoseki.jcho.go.jp/病院広報誌 /
馬関医心 QRコード

2023年新年号

2023年夏号

2023年春号

2023年秋号

PHOTO／初詣

診療科リレー
画像紹介
検査のはなし
お薬のはなし
認定看護師より
冬のレシピ

P5 

P4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P3・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P6～7

【理　　念】
我ら全国ネットのJCHOは
地域の住民、行政、関係機関と連携し
地域医療の改革を進め
安心して暮らせる地域づくりに貢献します

【キャッチフレーズ】
安心の地域医療を支えるJCHO

【基本方針】
3つのクライアントを大切にします。
　● 患者･家族の求める医療を提供する。
　● 周辺の医療介護施設との良質な連携を築く。
　● 職員にとって働きやすく、スキルアップできる

職場環境を整える。

郵便番号750‒0061 下関市上新地町3丁目3番8号
TEL.083‒231‒5811（代表） FAX.083‒223‒3077
TEL.083‒231‒7887（健康管理センター）
ＴＥＬ.083‒233‒7850（介護老人保健施設）

P8・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

馬関医心馬関医心馬関医心
下関医療センター 広報誌下関医療センター 広報誌下関医療センター 広報誌

ば か ん いし んば か ん いし んば か ん いし ん

vol.36
2023
新年号

PHOTO／パイナップル　撮影／浦田 郁弥

診療科リレー
画像紹介
くすりのはなし
検査のはなし
認定看護師より
老健行事紹介
夏のレシピ

P7

P5 

P4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P3・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P6

P8

【理　　念】
我ら全国ネットのJCHOは
地域の住民、行政、関係機関と連携し
地域医療の改革を進め
安心して暮らせる地域づくりに貢献します

【キャッチフレーズ】
安心の地域医療を支えるJCHO

【基本方針】
3つのクライアントを大切にします。
　● 患者･家族の求める医療を提供する。
　● 周辺の医療介護施設との良質な連携を築く。
　● 職員にとって働きやすく、スキルアップできる

職場環境を整える。

郵便番号750‒0061 下関市上新地町3丁目3番8号
TEL.083‒231‒5811（代表） FAX.083‒223‒3077
TEL.083‒231‒7887（健康管理センター）
ＴＥＬ.083‒233‒7850（介護老人保健施設）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

馬関医心馬関医心馬関医心
下関医療センター 広報誌下関医療センター 広報誌下関医療センター 広報誌

ば か ん いし んば か ん いし んば か ん いし ん

vol.38
2023
夏号

PHOTO／砂子多川（下関）の春景色　撮影／日用真司

院長挨拶
診療科リレー
画像紹介
検査のはなし
お薬のはなし
新入職員のご紹介
認定看護師より
春のレシピ

P5 
P4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P3・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【理　　念】
我ら全国ネットのJCHOは
地域の住民、行政、関係機関と連携し
地域医療の改革を進め
安心して暮らせる地域づくりに貢献します

【キャッチフレーズ】
安心の地域医療を支えるJCHO

【基本方針】
3つのクライアントを大切にします。
　● 患者･家族の求める医療を提供する。
　● 周辺の医療介護施設との良質な連携を築く。
　● 職員にとって働きやすく、スキルアップできる

職場環境を整える。

郵便番号750‒0061 下関市上新地町3丁目3番8号
TEL.083‒231‒5811（代表） FAX.083‒223‒3077
TEL.083‒231‒7887（健康管理センター）
ＴＥＬ.083‒233‒7850（介護老人保健施設）

P7～8
P6

P9
P10

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

馬関医心馬関医心馬関医心
下関医療センター 広報誌下関医療センター 広報誌下関医療センター 広報誌
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PHOTO／考える人　撮影／筒井 美夏湖

診療科リレー
画像紹介
くすりのはなし
検査のはなし
認定看護師より
附属施設のご紹介
秋のレシピ

P5

P4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P3・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P6

P7
P8

【理　　念】
我ら全国ネットのJCHOは
地域の住民、行政、関係機関と連携し
地域医療の改革を進め
安心して暮らせる地域づくりに貢献します

【キャッチフレーズ】
安心の地域医療を支えるJCHO

【基本方針】
3つのクライアントを大切にします。
　● 患者･家族の求める医療を提供する。
　● 周辺の医療介護施設との良質な連携を築く。
　● 職員にとって働きやすく、スキルアップできる

職場環境を整える。

郵便番号750‒0061 下関市上新地町3丁目3番8号
TEL.083‒231‒5811（代表） FAX.083‒223‒3077
TEL.083‒231‒7887（健康管理センター）
ＴＥＬ.083‒233‒7850（介護老人保健施設）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

馬関医心馬関医心馬関医心
下関医療センター 広報誌下関医療センター 広報誌下関医療センター 広報誌

ば か ん いし んば か ん いし んば か ん いし ん

vol.39
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秋号

下関医療センター
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レインボウ通信〔2023年4月号～2024年3月号〕

▶2023年4月号

▶2023年5月号

院長からのメッセージ「スーパーブルームの予感」

アメリカ・カリフォルニア州デスバレーに、およそ１０年に
一度現れるスーパーブルーム。不思議で感動的なこの現象にな
ぞらえて、地域医療構想の状況を本欄で論じたのは、２０２１
年４月のことであった。

当時、下関における地域医療構想の議論は停滞していた。時
はコロナ禍の真っ只中、地域医療構想に取り組む余力はなかっ
た。それでも人口減少と少子高齢化は容赦なく進む。目の前の
危機に対応しつつ、未来を見据え、いつかは花々が芽吹き咲き
ほこることを信じて、今は乾いた大地に水をやりつづけるときだ。
そんな想いを言葉に乗せた。（ https://shimonoseki.jcho.go.jp/yajiro2021/ ）

経緯を振り返ってみよう。
ここ下関の高度急性期・急性期医療と救急医療は、主に４病院（市立市民病院、

関門医療センター、済生会下関総合病院、下関医療センター）が分担・連携して担ってきたが、その非
効率性が問題視されていた。将来のためには、抜本的な改革が必要であることは明らかであった。

これを踏まえて、２０１７年に下関医療圏地域医療構想調整会議が中間報告をまとめた。要約すると、
「４病院を段階的に、十分な規模と機能をもつ基幹病院数施設に再編・集約することを目指す」という
ものであった。

しかし、ここから議論は総論賛成・各論反対の⾧き停滞フェーズに入る。
そうこうしているうちに、２０２０年にCOVID19パンデミックが発生。議論はいっそうペースダウンし
た。

転機が訪れたのは２０２２年４月。重点支援区域に下関医療圏が指定されたのである。
重点支援区域とは、地域医療構想における複数医療機関の再編統合について、国が技術的・財政的支援
をする地域を指定するという制度。これを契機に議論が再加速された。そして、およそ一年後、４病院
院⾧の間で一定の合意に達する。

その合意内容は調整会議で承認され、２０２３年３月に第２次中間報告として発表された。
以下に要点。

○ 現在の４病院体制を３病院体制に再編・統合することを検討する。
○ まず、病院建て替えまでの時期が短く、立地が近接している下関医療センターと

市立市民病院との統合の可能性を検討する。
○ 統合後の下関医療圏の急性期医療体制は3病院で担いつつ、さらなる段階的な

再編の必要性・可能性について、今後も協議を続ける。
（ https://www.city.shimonoseki.lg.jp/uploaded/attachment/65552.pdf ）

これからステークホルダー達からいくつも賛否両論が出るだろうが、はっきりしているのは、今の体
制が存続し続けるのはリスクが高いことだ。何も手をつけなければ、未来に大きな禍根を残す。最も大
切なことは、この下関に十分かつハイレベルの医療を安定的に供給できる体制を後世に残すことである。
利害を超えて。

スーパーブルームがおとずれる予感がする。砂漠の下で⾧い時を過ごし、今や芽吹こうとしている草
木たちを大切に育んで開花を待つ。２０２３年度はその一年だ。

当院では泌尿器科常勤医２人にて日々の診療に当たっております。泌尿器科
悪性腫瘍、尿路結石、尿路感染症、排尿障害、慢性腎臓病（CKD）などの診療
を行っています。
悪性腫瘍に対しては診断から治療まで全て対応しております。手術療法（腹

腔鏡・内視鏡・開腹手術）や化学療法も行えます。また尿路結石には体外衝撃
波結石破砕術（ESWL）・内視鏡手術（TUL）のいずれも行っております。特に
腎臓結石や上部尿管結石に対して軟性尿管鏡とレーザーを使用した経尿道的尿
管砕石術(fTUL)も積極的に行っています。尿路結石に関しての外科的治療は全
て当施設にて完結することが可能となっております。
慢性腎臓病に関しては看護外来なども行っており、生活指導および腎代替療法
選択を指導しています。腎代替療法として血液透析および腹膜透析の導入から、
維持透析まで行っております。血液透析はオンラインHDFも充実しており、周
術期や循環動態の不安定な患者に対しては持続血液濾過透析療法(CHDF)も行っ
ています。腹膜透析は訪問看護とも連携し自宅で安心して行えるようにサポー
トしております。
頻尿、尿漏れなど排尿トラブルに関しても適切な診断のうえ投薬や手術療法

も含めて治療を行っています。患者さんのニーズに答えつつ質の高い医療を目
指し、今後とも臨機応変に行っていく所存です。

（文責 泌尿器科 原 宏二）

泌尿器科のご紹介

●紹介率 85.3％
●逆紹介率 161.8％
●平均在院日数 12.6日
●在宅復帰率 96.0％
●MSW取扱患者件数（外来） 22件

（入院） 700件
●老人保健施設 入所者延数(利用率) 1,621人(80.4％)

通所利用者延数(利用率) 330人(46.9％)
●訪問看護ステーション訪問件数 320件
●健康管理センター受診者数 2,194人
●奇兵隊ネット利用件数 16件

4/6～4/12 老健中庭にて花見
4/10 誕生日会
4/14 コーヒーの日

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

病院統計 令和５年２月

下関医療センター
公式SNS

病院からのお知らせ、
様々な情報を無料で
お届けします。

LINE@

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

下関医療センター
2021年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

令和５年４月に新しく採用となった
主な職員をご紹介します。
ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い
申し上げます。

令和５年３月をもって下記の職員が
退職いたしました。
在職中は大変お世話になりましたことを
厚く御礼申し上げます。

令和５年度
主な新入職員のご紹介

令和４年度
主な退職者のご報告

松原 大作（事務部⾧）
小松 徹郎（放射線科医師）
佐藤 哲也（消化器外科医師）
内田 智之（循環器内科医師）
斎藤 大嗣（脳神経外科医師）
川野 赳（臨床研修医）
古賀 加奈子（臨床研修医）
木下 智貴（臨床研修医）
張 大暁（臨床研修医）
石崎 菜々子（臨床研修医）
保田 光輝（臨床研修医）

神崎 啓慈（事務部⾧）
加藤 幹元（脳神経内科部⾧）
小野 建（放射線科部⾧）
⾧澤 仁明（循環器内科医師）
山﨑 烈（総合診療科医師）
出来田 祐治（脳神経外科医師）
田村 佳尚（臨床研修医）
吉原 拓馬（臨床研修医）
舟越 恵太（臨床研修医）

昨年度同様、今年度もいろいろな
行事を行っていきます！

放射線科医師
こまつ てつろう

小松 徹郎
循環器内科医師
うちだ ともゆき

内田 智之
脳神経外科医師
さいとう ひろつぐ

斎藤 大嗣
消化器外科医師
さとう てつや

佐藤 哲也

臨床研修医
かわの たける

川野 赳
臨床研修医
こが かなこ

古賀 加奈子
臨床研修医
きのした ともき

木下 智貴
臨床研修医
ちゃん てひょ

張 大暁

臨床研修医
いしざき ななこ

石崎 菜々子

臨床研修医
ほだ こうき

保田 光輝

●紹介率 78.5％

●逆紹介率 167.5％

●平均在院日数 12.3日

●在宅復帰率 95.1％

●MSW取扱患者件数（外来） 39件

（入院） 685件

●老人保健施設 入所者延数(利用率) 1,642人(73.6％)

通所利用者延数(利用率) 402人(49.4％)

●訪問看護ステーション訪問件数 306件

●健康管理センター受診者数 1,517人

●奇兵隊ネット利用件数 29件

6/6 コーヒーの日☕
6/14 誕生日会🍰🍰

病院統計 令和５年３月

下関医療センター公式SNS

病院からのお知らせ、
様々な情報を無料で
お届けします。

LINE@

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

画像診断で医療に貢献でき
るよう努力していきます。

下関の医療に貢献できるよう
精進して参ります。よろしくお
願いいたします。

一生懸命働かせていただきま
す。

丁寧な診療を心がけます。よ
ろしくお願いします。

右も左もわからない状態でご迷
惑おかけすることも多々あうと存
じますが、精一杯頑張りますの
で、何卒ご指導ご鞭撻のほどよ
ろしくお願いします。

右も左もわからずご迷惑をお
かけすることが多いと思います
が、精一杯頑張りますのでよ
ろしくお願いいたします。

明るく積極的に仕事に取り
組んでまいります。よろしくお
願いします。

研修医として少しでも多くのこ
とを学ぶために自ら積極的に
勉強していきたいです。2年間
よろしくお願いいたします。

これから2年間、たくさんのこと
を吸収して下関の医療に貢
献できるように頑張ります。よ
ろしくお願いします。

常に学習する姿勢を忘れず、
少しでも早く医師として力にな
れるように精進して参ります。

○詳細はホームページをご確認ください。新任医師の紹介

院⾧からのメッセージ
戦争遂行において撤退戦は重要だ。撤退すべき

局面の対処を誤ったがために、甚大な被害を生ん
だ例を過去の歴史から見つけるのに困らない。
急速な人口減少、少子高齢化によって社会が縮

小しつつある今の日本は、撤退戦を戦っていると
言える。戦後復興に続く高度成⾧期は、進軍ラッ
パ高らかに戦線を拡大する時代であった。その成
功体験にとらわれ、後退を考えることなく、ぐず
ぐずと戦線に留まることは、いたずらに被害を拡
大させることになる。
地域医療構想も撤退戦であり、病院の再編集約

は戦線の縮小と捉えられる。とはいえ、そのあと
が焼け野原となってはならない。撤退しつつ体制
を再構築し、結果として市民にとって幸福なシス
テムとインフラが残る。そのような撤退戦にしな
くてはならない。
さる４月１６日、下関市の地域医療構想につい

て市民に説明する企画「地域医療に関するシンポ
ジウム～これからどうなる？病院の再編・統合～
」が開催された。参加いただいた市民の方々から
多くの質問や要望が出されたが、急性期病院集約
そのものへの反対意見はなかったことに安堵して
いる。
今後も情報を発信し続け、市民を交えた議論を

深めるつもりだ。拙速は避けるべきだが、スピー
ド感ある計画推進が必要と考えている。
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▶2023年6月号

▶2023年7月号

糖尿病・内分泌内科のご紹介

フットケア外来 インスリンポンプ

◇ 医師紹介◇
野田薫 日本内科学会（総合内科専門医）・日本糖尿病学会（専門医・指導医・学術評議員）・日本
内分泌学会（暫定専門医）
藤本留理子（非常勤） 日本内科学会（総合内科専門医）・日本糖尿病学会（専門医）・日本内分泌
学会（専門医）

糖尿病および内分疾患の診療に必要なスキルを身につけた専門医資格を有する医師が診療いたしま
す。専門分野にとどまらず、患者さんのトータルケアを心がけ、患者さんのライフスタイルに寄り添
い、病気をもたない人と変わらない社会生活を送ることを目標に、診療に努めます。
診療対象とする疾患は主に、糖尿病、甲状腺疾患などの内分泌疾患です。糖尿病患者さんは非常に

多くなり、日本人40歳以上の５~７人に一人の割合で発症しています。また糖尿病と診断された方を
100人集めると、そのうち約75人の方が65歳以上ともいわれています(糖尿病患者の約75％が65歳以
上)。血糖値が少々高くても、自覚症状がないことが多く、コントロールすることが難しい病気です。
糖尿病治療の目的は、合併症をおこさず、健康な人とかわらない人生を歩むことです。初めて受診

された患者さんには、過去の糖尿病歴、遺伝関係を確認しながら、現在の糖尿病の状態、インスリン
分泌の有無、合併症の有無を評価して、適切な治療方針を立てます。食事療法が最も重要で、管理栄
養士の協力のもと、家族構成や食事摂取状況、仕事内容に配慮した面談を行っています。さらに医療
スタッフによるフットケア外来を併設し、腎症に対する透析予防を行い、血糖管理だけでない患者さ
んの合併症を予防する体制を整えています。１型糖尿病患者の血糖管理にはインスリン注射だけでは
なくポンプ療法も外来で導入しています。 （裏面へ続く）

脳神経外科ホットラインの開設

多方面からご要望があった、専門医師に直接相談できるホットラインの開設に取り組んで
おりました。準備ができましたので、まずは脳神経外科から運用を開始します。

本紙が届いた時点からご利用いただけます。下記の電話番号におかけいただきますと、脳
神経外科の担当医師が出ますので直接ご相談ください。
受付時間は、月～金の平日8：30～17：00とします。ご利用いただける方は医師のみとい

たしますので、電話番号の管理をよろしくお願いいたします。

病診連携を通した予約との使い分けですが、
①紹介する前に専門医と相談したい場合
②緊急を要する場合

はホットラインをご利用ください。
尚、ご利用方法は①②に限定するものではありません。

ご連絡をお待ちしております。
下関医療センター地域連携部

下関医療センター
脳神経外科ホットライン

080 – 9958 – 4698

●紹介率 83.4％

●逆紹介率 167.1％

●平均在院日数 12.0日

●在宅復帰率 97.1％

●MSW取扱患者件数（外来） 26件

（入院） 696件

●老人保健施設 入所者延数(利用率) 1,657人(76.7％)

通所利用者延数(利用率) 345人(46.6％)

●訪問看護ステーション訪問件数 267件

●健康管理センター受診者数 2,196人

●奇兵隊ネット利用件数 29件

6/14 誕生日会
7/ 5 コーヒーの日

（ショートケーキを添えて）

病院統計 令和５年４月院⾧からのメッセージ
大学卒業間近のころ、ひとりの同級生が私にぽつり

と言った。「水俣には、まだ水俣病患者がたくさんい
て、そのことは世間にあまり知られていないんだ」
水俣病？小学生のころに学んだ公害病のひとつで、

すでに過去の病気ではないのか。ピンと来ていない私
に、彼は言い足した。「卒後は水俣で働こうと考えて
いる」
同級生の名は高岡滋君。最近、彼の手による一編の

本 “水俣病と医学の責任・隠されてきたメチル水銀中
毒症の真実（大月書店）”が上梓された。学生時代の
言葉からおよそ４０年。有言実行を貫いた信念に感服
する。
水俣病という大変重いテーマに、⾧い間真摯に対峙

する困難さは想像に難くない。地元のクリニックとい
う場で、患者たちに寄り添い続けた姿勢に、医師とし
ての矜持がうかがえる。
この書は、世間がいかに水俣病およびメチル水銀中

毒症について知らないかを訴える。多くの水俣病患者
が、今もなお救済されず埋もれている理由は、医学界
と行政の不作為にあるという。当初、地元の医師たち
によって水俣病の存在と原因は明らかにされた。しか
しその後、行政と関わるにつれて、医師たちは追従し
変節していく。その経緯は、同じ医師として自戒の念
を起こさせる。
この著作がなければ、多くの事実が永久に世に出る

ことがなかったかもしれず、わが国の医療行政史に残
る業績と讃えたい。同級生だからという贔屓の感情で
は、もちろんない。

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

下関医療センター
公式SNS

病院からのお知らせ、
様々な情報を無料で
お届けします。

LINE@

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

下関医療センター
2021年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

内分泌疾患のほとんどが甲状腺疾患で、そのほかに副腎疾患、下垂体疾患などがあります。ホルモン異常
は見逃されやすく、治療が遅れると生命を脅かす状態になるため、初期の段階の診断が大事です。当科では
手術療法、アイソトープ治療以外のホルモン療法を行っています。寛解に入っても半年から一年以内に再燃
することが多く、少なくとも数年は内服治療を継続しなければなりません。副腎疾患。下垂体疾患もホルモ
ン補充療法が主ですが、患者さんが体調を崩されると、ホルモン補充量を一時的に増量するなど緊急に処置
が必要になります。検査値よりも身体症状のほうが判断の根拠になることが多く、注意深い観察が必要です。
日本糖尿病学会と内分泌学会の専門医資格をもつ医師が診療し、糖尿病療養指導士資格をもつ看護師が対

応し、学会より認定教育施設として登録されています。当科へ通院される皆様に何か得るものがあれば幸い
です。

●紹介率 76.4％

●逆紹介率 143.1％

●平均在院日数 11.5日

●在宅復帰率 95.9％

●MSW取扱患者件数（外来） 53件

（入院） 630件

●老人保健施設 入所者延数(利用率) 1,786人(80.0％)

通所利用者延数(利用率) 353人(47.7％)

●訪問看護ステーション訪問件数 302件

●健康管理センター受診者数 2,249人

●奇兵隊ネット利用件数 21件

7/14 誕生日会
8/18 誕生日会
8/24 コーヒーの日

（ティラミスを添えて）

病院統計 令和５年５月

院⾧からのメッセージ

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

下関医療センター
公式SNS

病院からのお知らせ、
様々な情報を無料で
お届けします。

LINE@

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

下関医療センター
2021年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

GWが明けて５類移行後、COVID19が落ちついたままの時期の医療関連ニュースを埋めたのは、マイナン
バーをめぐる問題であった。続出するトラブルで現場は混乱し、政府は説明に追われた。軽視はできないも
のの、なんだかデジャブ感がある。いつか見た光景がコロナ禍にもあった。

コロナ禍では、VRS、HER-SYS、G-MIS、COCOAといったデジタルシステムが導入されたが、多くは満
足に機能しなかった。デジタルのパワーよりも、国民の行動変容と、医療従事者や行政の献身的労働によっ
て乗り切ったのである。デジタルを使いこなせなかった一因が導入時のトラブルへの過剰な反応にあったと
思う。

新技術の導入にトラブルはつきもの。バグを気にし過ぎて、足がすくんでいるうちに、システムは朽ちて
いく。作業をじゃまする小さな虫は振り払えばよい。トライ＆エラーでとにかく前に進み、ブラッシュアッ
プし続ける工程こそが大切だ。マイナンバーもしかり。

デジタル技術は、社会インフラが整っていない国に普及しやすいとか。安定した先進国の方が後塵を拝す
るというパラドックス。デジタルトランスフォーメーションには、ゆるさと軽さが有利なのかもしれない。

適応は適応能力を締め出す（中公文庫「失敗の本質」より）。過剰な適応は柔軟さとスピードを奪い、そ
の先には日本がしばしばはまりこむ陥穽、ガラパゴス化がある。マイナンバーを見る目はきつすぎず、しな
やかに。

下関医療圏地域医療構想に
関する講演会

「下関医療圏のさらなる成⾧のために ～データから
見える下関医療圏の現状と課題～」というテーマで
来たる令和５年８月２８日（月）に、講師として
千葉大学医学部附属病院 副院⾧ 井上 貴裕 先生を
お招きし、当院と下関市立市民病院の職員を対象とし
た講演会を開催いたします。

講演の内容については、また後日ご報告いたします。

お問い合わせ先
下関医療センター 総務企画課

TEL ： 083-231-5811 ／ FAX ： 083-223-3077
Email ： soumu@shimonoseki . jcho.go.jp
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ＭＲエラストグラフィ(ＭＲＥ)のご紹介

本年３月にMRエラストグラフィ(MRE)を導入しましたのでご紹介します。
山口県でのMRE導入は、山口大学医学部附属病院に次いで2台目となります。

肝硬変は、C型肝炎やアルコール性肝炎などが原因の慢性肝疾患です。慢性肝疾患の肝臓内には弱い
炎症が継続しており、この炎症が徐々に肝臓の組織に線維化を引き起こします。線維によって組織が破
壊され、硬くなり肝硬変となり進行すると、やがて肝臓は機能しなくなり、肝がんとなります。
肝線維化の評価は、一般的に肝生検が行われており、他には超音波診断機器を使用したエラストグラ

フィがあります。肝生検は、針を刺して組織を採取するため、合併症のリスクがあり繰り返し検査を行
うことはできません。超音波エラストグラフィは、侵襲性は少なく繰り返し検査はできますが、肝生検
とともに一部の硬さしかわからず、肝臓全体の評価は困難です。
しかし、今回導入したMRエラストグラフィ(MRE)は、非侵襲的で肝臓全体を評価できます。また、

放射線被ばくがなく、操作者依存が少なく再現性が高いという特徴があります。MREは、肝硬変や肝
がんへの重症化が増えている非アルコール性脂肪肝炎(NASH)などの早期からのリスク診断の一助とな
る可能性があります。
MREの原理は、腹部にパッシブドライバと呼ばれる特殊な外部刺激装置を当て、肝臓に振動を与え

ます。その振動に合わせてMRIを撮像することで、肝臓内を通過する振動波（弾性波）を可視化するこ
とができます。物体を通過する振動波の波⾧と物体の硬さは相関関係にあり、密度を仮定することで物
体の硬さを定量的に評価することができます。

以下のような方にメリットがあると考えられますので、ぜひご検討ください。
・血液検査やエコー検査で肝硬変を疑われたことがある方
・脂肪肝があり肝硬変に進んでいないか心配な方
・以前にウイルス性肝炎を治療していた、または現在治療している方
・肝生検を受けたことがあり経過が気になる方

文責 診療放射線部 安川 浩介

「病院歯科口腔外科」の役割

下関医療センター歯科口腔外科は2016年3月1日より地域歯科診療支援病院歯科（歯科の２
次病院・後方支援病院）として運営しております。
地域歯科診療支援病院歯科は『かかりつけ歯科（一般の歯科医院）』と連携して歯科治療を

行っています。いわゆる一般的な歯科治療（歯周病、齲蝕、義歯、ブリッジ、インプラントな
ど）は『かかりつけ歯科』にお願いし、当科は主に口腔外科疾患（骨折、炎症、困難な抜歯、
口腔腫瘍、粘膜疾患など）を担当させていただいております。そして当科でも治療困難な悪性
腫瘍などは、歯科の３次病院（最後方支援病院）である大学病院の歯科口腔外科に治療をお願
いしております。
地域歯科診療支援病院歯科の３大業務は口腔外科、周術期口腔ケア、入院中の患者様の歯科

治療（応急処置）です。当科での治療が終わった後は『かかりつけ歯科』で引き続き治療を
行っていただいております。
外傷や炎症、口腔内出血など、明らかに口腔外科医の診察が必要な患者様がおられましたら、

遠慮なくご紹介ください。ちょっとした口腔内の不具合を相談された場合には、まずは『かか
りつけ歯科』受診を勧めていただければ幸いです。『かかりつけ歯科』での治療で充分な場合
が多いからです。『かかりつけ歯科』が必要と判断すれば、病院歯科に紹介していただける段
取りになっておりますので何も問題ありません。『かかりつけ歯科』が無いと言われる方に対
しては、これを機にご近所に『かかりつけ歯科』を作るようにご指示下さい。
下関市内には歯科医院が150以上あるのに対して、入院・全身麻酔下での口腔外科手術がで

きる病院歯科口腔外科は４つしかありません。下関医療センター歯科口腔外科は地域歯科診療
支援病院歯科の特性を活かし、地域医療に貢献致します。
皆様のご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

（文責：下関医療センター歯科口腔外科 診療部⾧ 二宮史浩）

●紹介率 79.8％
●逆紹介率 144.2％
●平均在院日数 10.1日
●在宅復帰率 95.5％
●MSW取扱患者件数（外来） 46件

（入院） 573件
●老人保健施設 入所者延数(利用率) 1,786人(80.8％)

通所利用者延数(利用率) 379人(46.6％)
●訪問看護ステーション訪問件数 272件
●健康管理センター受診者数 2,381人
●奇兵隊ネット利用件数 14件

8/18 誕生日会
8/24 コーヒーの日

（ティラミスを添えて）

病院統計 令和５年６月

院⾧からのメッセージ

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。
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Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。
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当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
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ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

なかなか消化できない有給休暇をひねり出して向かったのは、７月の琵琶湖周辺。目的地のひとつは⾧浜
市菅浦である。
「菅浦の湖岸集落」は重要文化的景観に指定されている。琵琶湖北端の、険しい山に囲まれた７０世帯ほ

どの小さな集落は実に静かであった。信号機も電車もコンビニも無い。湖岸の水音と、ピーヒョロロと鳴く
鳥の声を聴きながら散策した。
この地を有名にしているのは、眼前に広がる琵琶湖と中世の面影が残る景観だけではない。惣村としての

歴史的価値である。惣村とは、中世に営まれた自立的・自治的村落共同体のこと。自衛のために部外者の出
入りを厳しく監視し、外部との交流を制限する排他的な風土は、近年まで残っていたそうだ。ひっそりとし
た雰囲気はそのためかと思うのは、旅行客のうがちすぎなのだろうけれど。
各地にあった惣村の中でも菅浦が貴重なのは、「菅浦文書」という、代々の村民が残した記録が現存して

いるからである。大切に受け継がれたのには、近隣の大浦地区との田地をめぐる２００年におよぶ争いが背
景にある。産業と資源に乏しい村が争議を戦うには、事実や証拠を正確に記録して示す必要があったという
わけだ。
つまりは訴訟に臨むための資料である。リスク管理や医療事故対策のために、日々の記録をカルテに残す

ことの大切さは今も変わりない。などと、休暇中にも仕事に思いをはせてしまう悲しい性を自嘲しながら、
帰路についたのであった。

チャンネル登録、
ご視聴お願いします！

YouTube病院公式

院⾧が語る！地域医療構想

現在下関市では病院再編計画が議論されていま
す。皆様にこの計画をよく理解していただけるよ
う動画を作成しました。シリーズ化してお届けし
ますので是非ご覧ください。

＊現在 第２回まで公開中！！

●紹介率 72.9％
●逆紹介率 141.6％
●平均在院日数 11.0日
●在宅復帰率 96.4％
●MSW取扱患者件数（外来） 17件

（入院） 488件
●老人保健施設 入所者延数(利用率) 1,836人(82.3％)

通所利用者延数(利用率) 340人(46.0％)
●訪問看護ステーション訪問件数 288件
●健康管理センター受診者数 2,148人
●奇兵隊ネット利用件数 39件

9/13 敬老会
9/15 コーヒーの日

（モンブランを添えて）
9/25 誕生日会

病院統計 令和５年７月

院⾧からのメッセージ

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

下関医療センター
公式SNS

病院からのお知らせ、
様々な情報を無料で
お届けします。

LINE@

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

下関医療センター
2021年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

この７月末をもって下関市保健部⾧が異動し、保健部は新体制に移った。ほぼ２年ごとの恒例行事ではあ
るが、このたびの人事はいくぶん重い意味を持つ。保健部⾧ポストは、下関市では⾧らく厚労省付き医系技
官が出向して務めてきたが、それが途絶えることになったのである。本庁で離職者がたくさん出たためらし
い。２０２４年問題は官僚の世界も例外ではないようだ。
地域医療構想が議論されている下関にとって、本庁とのパイプが細るのは痛い。が、歴代保健部⾧の下で、

病院再編は大きな一歩を踏み出したことをひとまず感謝すべきだろう。これからは彼らが敷いたレールをさ
らに延伸すべく、現地の我々が汗をかくときだ。
保健部⾧といえば、あることを思い出す。
ずいぶん前になるが、医系技官でもあるＨ保健部⾧と会話したときのこと。さぞかし新聞をよく読み、

朝・毎・読・日経といった主要紙は必ず目を通しているのでしょうね、と問うたところ、「新聞は読まな
い」と返ってきて、仰天した。
彼によると、情報は一次情報が貴重なのであり、それが新聞では得られないとのこと。そればかりか新聞

はしばしば真実を伝えていないから、ということらしい。
ナマの一次情報が容易に手にはいる環境に官僚たちはいるのだろう。そうではない者たちは、情報リテラ

シーをいっそう磨かなくてはいけないようだ。

チャンネル登録、
ご視聴お願いします！

YouTube病院公式

院⾧が語る！地域医療構想

現在下関市では病院再編計画が議論されていま
す。皆様にこの計画をよく理解していただけるよ
う動画を作成しました。シリーズ化してお届けし
ますので是非ご覧ください。

＊第３回を公開しました！

▶2023年8月号

▶2023年9月号
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消化器内科ホットラインの開設

脳神経外科に続いて消化器内科もホットラインを開設しました。運用方法は脳神経外科と
同じで下記となります。

本紙が届いた時点からご利用いただけます。下記の電話番号におかけいただきますと、消
化器内科の担当医師が出ますので直接ご相談ください。
受付時間は月～金の平日8：30～17：00とします。ご利用いただける方は医師のみといた

しますので、電話番号の管理をよろしくお願いいたします。

皆様のお役に立てますと幸甚です。ご連絡をお待ちしております。

病診連携を通した予約との使い分けですが、
① 紹介する前に専門医と相談したい場合
② 緊急を要する場合

はホットラインをご利用ください。
尚、ご利用方法は①②に限定するものではありません。

下関医療センター地域連携部

下関医療センター
消化器内科ホットライン

080 – 9951 – 3360

地域医療連携検討会を開催しました。

令和5年10月19日に当院内で地域連携検討会を開催いたしました。
院外から約40名の方々に御参加いただき、また院内からも多数の参加者があり、盛況のう

ちに終えることができました。謹んで感謝申し上げます。
地域連携部からは、急性期病院における加算の重要性と新人医師の紹介を行いました。い

ささか院内向けの内容が多くなってしまいましたが、逆紹介割合という新しい基準ができ、
急性期病院では再診患者を減らす必要があることを報告しました。開業医の先生方のサポー
ト無しでは達成できませんので、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
泌尿器科・原宏二医師から、尿路結石治療と大腸菌ワクチンの治験について話題提供いた

しました。体外衝撃波尿路結石破砕術（ESWL）や経尿道的尿管砕石術（TUL）が当院では可
能ですので、是非ご相談ください。
歯科口腔外科・二宮史浩医師からは、主に口腔外科手術について治療実績を報告いたしま

した。一般的な歯科治療は行っておりませんが、智歯の抜歯術から外傷（骨折を含む）・腫
瘍など様々な疾患に対する手術治療を行っております。お困りの際は是非ご紹介ください。
来年こそは、シーモールパレスで大々的に開催したいと思います。

文責 地域連携部部⾧ 田中邦剛

●紹介率 75.0％
●逆紹介率 139.8％
●平均在院日数 11.5日
●在宅復帰率 95.2％
●MSW取扱患者件数（外来） 35件

（入院） 541件
●老人保健施設 入所者延数(利用率) 1,876人(84.1％)

通所利用者延数(利用率) 377人(46.3％)
●訪問看護ステーション訪問件数 313件
●健康管理センター受診者数 2,393人
●奇兵隊ネット利用件数 30件

10/17 誕生日会
10/23 コーヒーの日

（ロールケーキを添えて）

病院統計 令和５年８月

院⾧からのメッセージ

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

下関医療センター
公式SNS

病院からのお知らせ、
様々な情報を無料で
お届けします。

LINE@

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

下関医療センター
2021年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

下関は住みよい街だ。
地震や風水害が少ない。年間を通じて寒暖差が小さい。海の幸・山の幸にこと欠かず食材にめぐまれてい

る。新幹線や高速道路へのアクセスがよい。空港へもさほど遠くない。おおむね不満はないのだが、個人的
には残念なこともある。ジャズ喫茶がないことだ。
山口大学医学部卒のジャズ好きにはわかるだろうが、山口にはポルシェ、宇部にはボブという老舗のジャ

ズ喫茶がある。うらやましい限りだ。両店とも今も健在なのが救いである。
さる８月某日、湯田温泉・かめ福オンプレイスで開催された山口県医師会主催・臨床研修医交流会に出席

した。わざと早めに入り、開宴までの時間をぬって、ポルシェにぷらりと寄った。実に久しぶりに。
その日の夜はライブがあるらしく、セッティングをするミュージシャンたちを眺めながら、昔と変わらぬ

スピーカから流れるサウンドを楽しむ。１時間ほどの至福の時を過ごしてチェックアウト。すっかり白髪と
なったママは私の顔を覚えていてくれて、帰り際に短い会話ができた。
「マスターはお元気ですか。」
「亡くなった。１０年前。」
ああ、それはそうだろう。それだけの時間が過ぎたのだ。ママの達者とお店の永続を願いながら、晩夏の

きびしい暑さを引きずる夕日の下を、交流会会場へと向かった。

チャンネル登録、
ご視聴お願いします！

YouTube病院公式

院⾧が語る！地域医療構想

現在下関市では病院再編計画が議論されていま
す。皆様にこの計画をよく理解していただけるよ
う動画を作成しました。シリーズ化してお届けし
ますので是非ご覧ください。

＊第３回まで公開しています！

●紹介率 83.6％
●逆紹介率 130.9％
●平均在院日数 11.0日
●在宅復帰率 96.8％
●MSW取扱患者件数（外来） 29件

（入院） 410件
●老人保健施設 入所者延数(利用率) 1,772人(82.0％)

通所利用者延数(利用率) 356人(48.1％)
●訪問看護ステーション訪問件数 291件
●健康管理センター受診者数 2,481人
●奇兵隊ネット利用件数 26件

11/8 文化祭
11/8～17 １階フロアで作品展示
1/15 誕生日会

病院統計 令和５年９月

院⾧からのメッセージ

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

下関医療センター
公式SNS

病院からのお知らせ、
様々な情報を無料で
お届けします。

LINE@

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

下関医療センター
2021年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

今回は書評をひとつ。採り上げるのは、高橋幸春著「だれが修復腎移植をつぶすのか」（東洋経済新報
社）。
慢性腎不全患者に、腎臓癌の腎臓から癌を取り除いた腎臓（修復腎）を移植する。この治療を⾧年行って

いた医師グループが広く知れることになったのは２００６年のこと。当時、大論争を呼んだ。
この事件をよく覚えているのは、中心的存在の医師・万波誠氏が岡山県出身で山口大学医学部卒という、

私の経歴と重なるところが多いことにもよる。
彼らの修復腎移植によって多くの患者が救われた。しかし、いったん修復腎移植は原則禁止に追い込まれ

る。医学的、倫理的に正当なこの治療をつぶしたのは日本移植学会であるという、著者の主張の是非は、私
には断じえないが、私見を以下に述べる。
万波氏は腎臓外科医としてカリスマ的な腕前の持ち主だが、名声や報酬への関心は薄く、仕事の姿勢は患

者第一であった。著者の取材では、サンダル履きに、白衣の下は下着姿で現れるという人物。臨床医のひと
つの理想像に映る。
しかし、この素朴さ、ナイーブさこそに騒動の根っこがあるのではないか。ありきたりのスタンダードな

医療ならば、これでよいだろう。けれども先進的な医療を行うには、彼のスタイルとやり方は内向きすぎた。
もっと社会と学会に開かれた形で進められていたならば、修復腎移植は違う形で残ったのではと悔やまれる。
作品中の大島伸一氏（日本移植学会副理事⾧）の言葉が重い。「医療が医師と患者との間で完結できれば、

それでいいという考え方もあるが、それが普遍化されてしまえば、閉ざされた医療集団の中で大変なことが
起きかねない。移植は医療集団の中だけでは解決できない問題を含んでいる」
万波誠医師、２０２２年１０月逝去。合掌。

チャンネル登録、
ご視聴お願いします！

YouTube病院公式

院⾧が語る！地域医療構想

現在下関市では病院再編計画が議論されていま
す。皆様にこの計画をよく理解していただけるよ
う動画を作成しました。シリーズ化してお届けし
ますので是非ご覧ください。

＊第４回を公開しました！

▶2023年10月号

▶2023年11月号
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G-CSF製剤の新しいデバイス
【ジーラスタ🄬🄬ボディーポッド】について

発熱性好中球減少症は、殺細胞性の化学療法における重大な課題でした。顆粒球コロニー刺激
因子（granulocyte colony-stimulating factor:G-CSF）製剤は1990年代に承認されて以来、より
安全でより治療強度を維持した化学療法を施行するにあたり欠くことのできない薬剤となってい
ます。更に、2014年にG-CSFをペグ化することで血中濃度半減期を延⾧させた持続型G-CSF製
剤が承認され、がん化学療法の1サイクルごとに1回、体重や体表面積に関わらない固定用量の
投与で発熱性好中球減少症の発症を抑制することが期待できるようになっています。

この持効型G-CSF製剤の承認当時の用法用量は「がん化学療法剤投与終了後の翌日以降、
3.6mgを化学療法1サイクルあたり1回皮下投与する。ただし、がん化学療法剤の投与開始14日前
から投与終了後24時間以内に本剤を投与した場合の安全性は確立していない」とされていまし
た。この治療前数日から終了後24時間という投与禁止期間は、G-CSF製剤によって分化・増殖
過程に入った好中球系の前駆細胞が抗癌剤に曝露されることで、重篤な好中球減少を起こしてし
まうことを懸念して設けられています。しかし、近年この「14日前」が「10日前」に短縮され
た為、従来では使用困難であった2週間/１クールのレジメンの化学療法でも使用できるように
なっています。

更に、これまでは持効型G-CSF製剤を注射するために化学療法投与終了後24時間以降、概ね
翌々日などに来院が必要だったのですが、その来院が不要となる「ボディーポッド」タイプのデ
バイスが開発されました。このデバイスは、G-CSF製剤が充填された本体と皮下注入する穿刺
部からなっており、化学療法後に接着テープで患者の腹部に穿刺・貼付し帰宅していただきます。
すると、約27時間後に自動的に薬液が注入開始され、注入は約24分かけて行われますので違和
感はほぼありません。そして、投与終了後（患者さんへは取り外し目安日時を予めお知らせして
いる他、投与終了したかはデバイスの表示ランプの変化でわかります）ご自身で取り外して頂き、
後に医療機関で廃棄することになります。

裏面へ続く

診療科のご紹介
眼科(アイセンター)・歯科口腔外科・消化器内科・血液内科・外科

現在、眼科の外来診療は午前中に2～3診体制で行っており、院外からの患者様の紹介に関し
ては、コロナ禍以降病診連携室を通しての完全予約制となりました。
手術については、特に緑内障手術や網膜・硝子体手術を積極的に行っており、年々手術件数
も増加しています。今後ともよろしくお願いいたします。

（文責 布佳久）

消化器内科は4人体制で、消化器疾患の急患にいつでも対応いたします。
肝疾患のマネージメントやポリペク、EMR、ESD、PEG、ステント留置などの内視鏡治療を
得意としています。

（文責 飯田武）

消化器内科

歯科口腔外科は歯科の2次病院として地域医療に貢献させていただいてます。一般的な歯科治
療（歯周病、虫歯、義歯、かぶせもの、インプラントなど）は、お近くの歯科医院にお願い
し、当科は主に全身麻酔下での口腔外科手術など、歯科医院では困難な症例を対象に診療を
行っています。

(文責 二宮史浩)

歯科口腔外科

血液内科は、専門医２人体制で、血液疾患全般の専門的治療を行います。白血病・悪性リン
パ腫・骨髄腫といった悪性腫瘍の化学療法をはじめとして、ガイドラインに準拠した幅広い
治療に対応可能です。適切な治療を地元で受けていただけるよう心掛けております、是非ご
相談ください。

（文責 縄田涼平）

血液内科

アイセンター(眼科)

消化器外科、腹腔鏡手術にとどまらず、化学療法、緩和ケア、救急医療を行います。原則対
応いたします。併存症が多くても臨機応変に積極的に手術対応もしています。お気軽にご相
談ください。

（文責 西村拓）

外科

●紹介率 81.7％
●逆紹介率 129.1％
●平均在院日数 12.3日
●在宅復帰率 94.6％
●MSW取扱患者件数（外来） 37件

（入院） 374件
●老人保健施設 入所者延数(利用率) 1,720人(77.1％)

通所利用者延数(利用率) 390人(50.2％)
●訪問看護ステーション訪問件数 372件
●健康管理センター受診者数 2,210人
●奇兵隊ネット利用件数 37件

12/ 7 誕生日会
12/13 クリスマス会
12/25 コーヒーの日

(ショートケーキを添えて)

病院統計 令和５年10月

院⾧からのメッセージ

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

下関医療センター
公式SNS

病院からのお知らせ、
様々な情報を無料で
お届けします。

LINE@

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

下関医療センター
2021年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

11月、COVID19ワクチン接種の案内が届いた。７回目である。これまでは速やかに接種してきたが、今
回は逡巡した。副反応のリスクが頭をよぎったからである。
COVID19ワクチン副反応の実態は徐々に明らかになっている。厚労省によると、有害事象報告9137件の

うち、ワクチンとの因果関係が認定されたのは4675件（10月16日現在）。中には突然死が含まれ、深部静
脈血栓症や心筋炎など恐ろしいものもある。治療法が進歩して死亡率が低下した今、命を賭してまでワクチ
ンで予防する必要があるのかと躊躇したのだ。
副反応で思い起こされるのはHPVワクチンの一件である。有害事象発生は非接種者と差が無いとされ、

最近では接種勧奨の論調に傾いているが、もやもやした感情が残る。大規模調査のエビデンスを盲信するこ
とにもリスクがある。何不自由なく過ごしていた者が突然生活困難となり、それがワクチン接種後であれば、
因果関係を疑うのが自然。何か変だ、と感じるセンスを、臨床にたずさわる者は錆びつかせるべきではない。
で、７回目のワクチンをどうしたかというと、結局接種した。公的病院院⾧という立場上、接種を推奨す

るお上の方針に逆らうのもなんだかなと考えたのが理由である。ワクチン接種の決断も多分に社会的要素が
大きくなっているのも、アフターコロナということか。

チャンネル登録、
ご視聴お願いします！

YouTube病院公式

院⾧が語る！地域医療構想

現在下関市では病院再編計画が議論されていま
す。皆様にこの計画をよく理解していただけるよ
う動画を作成しました。シリーズ化してお届けし
ますので是非ご覧ください。
＊第４回まで公開中！

このデバイスにより、患者さんにとっては化学療法後の来院が1回不要となりますが、制約もあります。
装着中の約2日間は入浴やサウナなどデバイスや穿刺部が濡れる行為はできませんし、医療機関においては
画像検査（放射線、MRIなど）や照射治療（放射線、磁気治療、マイクロ波など）、急変時の電気ショック
やAEDなどの使用の妨げになります。もし、このデバイスを装着された方が近隣医療機関に来院され、何ら
かの処置が必要な際はその緊急性に応じてデバイスを取り外していただくか、検査日をずらしていただく必
要があります。判断に迷われる場合やすでに取り外された場合は、化学療法施行中の診療科にご連絡いただ
ければ幸いです。 （ 化学療法委員会・血液内科 杉山暁子 ）

●紹介率 85.2％
●逆紹介率 134.0％
●平均在院日数 11.3日
●在宅復帰率 95.8％
●MSW取扱患者件数（外来） 37件

（入院） 380件
●老人保健施設 入所者延数(利用率) 1,572人(72.8％)

通所利用者延数(利用率) 391人(52.8％)
●訪問看護ステーション訪問件数 351件
●健康管理センター受診者数 2,007人
●奇兵隊ネット利用件数 25件

1/19 誕生日会
1/23 コーヒーの日

(ロールケーキを添えて)

病院統計 令和５年11月

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

下関医療センター
公式SNS

病院からのお知らせ、
様々な情報を無料で
お届けします。

LINE@

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

下関医療センター
2021年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

チャンネル登録、
ご視聴お願いします！

YouTube病院公式

院⾧が語る！地域医療構想

現在下関市では病院再編計画が議論されていま
す。皆様にこの計画をよく理解していただけるよ
う動画を作成しました。シリーズ化してお届けし
ますので是非ご覧ください。
＊第４回まで公開中！

院⾧からのメッセージ
デジタルトランスフォーメーションは昨今のトレンドだが、これによって現出する世界はどのような

ものだろう。デジタル空間とは、時間と空間を短縮・省略する場だと思う。これは、つまりワープのよ
うなものである。3次元空間を曲げて縮小させ、瞬間的に目的地に到達する、SFに登場するあのテクノ
ロジーだ。
ワープのイメージとしては、スタートレックやスターウォーズの中の映像がうかぶ。まわりの星々の

光が線上に伸びて、そのトンネルの中を一瞬に移動する。映画の中では喝采の声が上がるが、実際には
そんなものではないだろう。3次元の存在である人間が時空のゆがみに耐えられるはずがない。
コロナ禍で人流が滞ったために、会議や会合のデジタル化、Web化が一気に普及した。便利なツール

であり、仕事や生活の効率化に有用ではあるのだが、それを経験した今、実感することがある。人と人
が直接会って触れあうことには、捨てがたい価値があるということだ。
コロナ5類移行後の昨年、地域連携交流会や宴会など、対面式の交流を少しずつ再開した。やってみ

て、やっぱりよかったと思う。コミュニケーションの成立と深化には、一定の時間と空間が必要である
ことがよくわかった。人間の能力と感性は、ワープに適応するようにはできていないようだ。
2024年はアナログ的交流の場をさらにふやしていく計画なので、ご期待を。まずは、謹賀新年。

医師の異動のお知らせ
○耳鼻咽喉科医師

松浦 貴文（12/15退職）

○耳鼻咽喉科医師
竹中 裕紀（12/16採用）

在職中は大変お世話になりましたことを厚く御礼申し上げます。

ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

▶2023年12月号

▶2024年1月号
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かかりつけ患者の「もしもの時」を支えます。

当院にあらかじめ御登録いただきますと、その患者が急変した際には24時間365日
いつでも対応する、というシステムを導入しています。今まではその対象を在宅療養
中の患者に限定していましたが、貴院かかりつけの患者すべてに拡大いたします。

登録は患者ごとに必要です。同封の「在宅療養後方支援病院 登録希望申請書」に必
要事項をご記入の上、当院にFAXしてください。積極的な治療を希望・心肺蘇生は希
望しない等の情報があるとありがたいです。当院での主治医が決まったことを貴院に
ご報告した時点から運用開始となります。登録の際に患者本人が受診する必要はあり
ません。

緊急受診される際には、登録患者であることを当院に知らせるよう、本人やその家
族にお伝えください。入院された際には貴院にその旨をお伝えします。後日で結構で
すので情報提供書を頂けますと幸甚です（紹介率アップにご協力ください）。退院後
は貴院でのご加療をよろしくお願い致します。

手術を中心とした急性期医療を頑張りたいと思います（こちらの対象患者も是非ご
紹介ください）が、地域医療を支援する病院も目指します。

（文責 地域連携部部⾧ 田中邦剛）

②もしもの時の診療と入院をお約束

①患者さんの情報を事前に登録

下関医療センター かかりつけ医

脳動脈瘤治療について

従来の脳動脈瘤治療
脳動脈瘤（図１）は成人の数パーセント（女性＞男性）に存在

し、通常破裂してクモ膜下出血きたさない限り無症状です。クモ
膜下出血（図２）きたすと3分の1の方が死亡され、３分の1の方が
後遺症をきたす怖い疾患ですが、未破裂脳動脈瘤が破裂する確率
はできた部位によって異なりますが概ね１％を切るぐらいです。
脳動脈瘤の治療は、⾧らく開頭術が標準的治療でしたが、1990

年代に電気離脱式コイルの開発により、血管内治療（図３）（コ
イル塞栓術）が急速に発展しました。2002年の論文で、破裂脳動
脈瘤に対する1年後の治療成績は、クリップよりもコイルの方が優
れていることが立証され、以降、世界中で血管内治療が行われて
います。当院でも昨年はコイル塞栓術が34例、開頭クリッピング
術が10例でコイルの件数が3倍でした。 （図3）

コイル塞栓術は、動脈瘤にコイルを挿入し、血流をなくす方法で、コイルをしっかり詰めることが重要です。しかし、特
に入り口の広い動脈瘤（広頚瘤）や大型瘤では十分なコイルの充填が困難で、バルーンやステントを併用して行われるよう
になりましたが、このような工夫をもってしても、特に大型瘤では治療後の再発が高率に発生することが指摘されてきまし
た。

フローダイバーター治療の適応と注意点
1．⾧期間、抗血小板剤（脳梗塞の予防の薬）が必要になります。
FDを留置することでFDおよび血管壁に血小板がくっつき、血栓を生じます。そのままにしておくと動脈が閉塞してしまうた
め、それを防ぐ薬（抗血小板剤）を内服していただきます。予め、薬を内服いただき、きちんと効いていることを確認して
FD治療は行います。FD留置後、最低1年以上（半永久的に必要な方もいます）の内服をしていただきます。その間、脳を含
めた全身の出血リスクや、手術時の出血リスク、中断による脳梗塞リスクが増えることが予想されます。

フローダイバーターの登場
そこで登場したのが、フローダイバーター（FD）です。FDはステントの網目を細かく

したもので、母血管にFDを留置するだけで、瘤内への血液流入を減じて、自然な瘤の血
栓化・治癒を促すという画期的な治療です。2010年代になって、欧米でその有効性・安
全性が認められ、2015年に本邦でも条件付き（最大径10mm以上の内頚動脈傍鞍部およ
び海綿静脈洞部）で導入されました。その後、2020年9月以降、「最大径5mm以上の内
頚動脈錐体部から床上部および椎骨動脈」に適応拡大されました。 （図4）

（図1） （図2）

（文責：脳神経外科 大下昇）

2．完全閉塞に至らない瘤が10～20％程度あります。
特に高齢者では完全閉塞率が低いことがわかっています。 完全閉塞せずとも、多くは縮小し破裂はしないとされますが、
数％は増大することがあります。その際、さらに内側にFDを留置するか母血管ごと閉塞し、バイパス術を必要とすることが
あります。 また、特に大型の瘤で閉塞に至る前に、破裂し、クモ膜下出血を生じることがあります。そのため、破裂リスク
が高そうな症例では、予めもしくはFD留置と同時に、コイル塞栓を併用することがあります。

3．向いている瘤と向いていない瘤があります。
動脈瘤から血管が出ているような症例では、FD留置を行っても完全閉塞を期待しづらいとされています。 前述の通り、FD
後に瘤増大を来した場合の次の手が限られるため、従来通りのバルーン支援下コイルやステント支援下コイルが適している
場合もあります。 血管が分れたところにできたような瘤には向いていません。FDの適応は5mm以上ですので、それ未満の
瘤は適応ではありません。破裂急性期の瘤は適応外です。
FD、コイル塞栓術、開頭術、いずれも良い点と悪い点があります。向き不向きがあります。それぞれの動脈瘤症例に合っ

た治療法を検討し、ご提案いたします。

●紹介率 85.2％

●逆紹介率 148.4％

●平均在院日数 11.9日

●在宅復帰率 97.0％

●MSW取扱患者件数（外来） 25件

（入院） 411件
●老人保健施設 入所者延数(利用率) 1,614人(72.3％)

通所利用者延数(利用率) 356人(50.6％)
●訪問看護ステーション訪問件数 340件
●健康管理センター受診者数 2,045人
●奇兵隊ネット利用件数 22件

2/8 コーヒーの日
(カタラーナを添えて)

2/26 誕生日会

病院統計 令和５年12月

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

下関医療センター
公式SNS

病院からのお知らせ、
様々な情報を無料で
お届けします。

LINE@

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

下関医療センター
2022年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

YouTube病院公式

院⾧が語る！地域医療構想

現在下関市では病院再編計画が議論されていま
す。皆様にこの計画をよく理解していただけるよ
う動画を作成しました。シリーズ化してお届けし
ますので是非ご覧ください。

＊第４回まで公開中！

院⾧からのメッセージ
下関市医師会の仕事で那覇に行く機会を得た。インドア派でビーチリゾートに興味のない私にとっ

て、沖縄は足が向きにくい地であり、これが最後の訪問となる予感がした。
そうならばと、観光の日程を丸一日とって、太平洋戦争・沖縄戦ゆかりの地を巡ることにした。タ

クシー運転手が薦めるまま、糸数アブチラガマ、沖縄県平和祈念資料館、ひめゆり平和祈念資料館、
旧海軍司令部壕の４か所を回った。
多くの民間人が戦闘に巻き込まれ犠牲になった歴史を持つ沖縄は、わが国で特別の存在である。沖

縄の人々の苦渋と辛酸には胸が痛む。だから今も多く存在する米軍基地を撤廃すべき、とは考えな
い、しかしながら。
戦争というものは、いったん火ぶたが切られてしまえば止めることはむずかしく、やがて戦地は混

乱と狂気に支配され、コントロールできなくなる。ウクライナやパレスチナの惨状を見れば明らか
だ。
だからこそ、戦争を起こさないことに英知を注がなくてはならないのだが、そこには抑止という仕

組みが不可欠なのである。抑止とは、武力や基地にほかならない。
平和のために軍備が必要。この大いなる矛盾を人類は未だ克服していない。矛盾を抱えたまま、や

りくりしなくてはならない世界に我々は生きている。現実は、理念だけではどうにもならないものな
のである。

チャンネル登録、
ご視聴お願いします！

●紹介率 91.7％
●逆紹介率 149.7％
●平均在院日数 14.7日
●在宅復帰率 95.9％
●MSW取扱患者件数（外来） 34件

（入院） 477件
●老人保健施設 入所者延数（利用率） 1,375人（61.6％）

通所利用者延数（利用率） 327人（49.1％）
●訪問看護ステーション訪問件数 343件
●健康管理センター受診者数 2,006人
●奇兵隊ネット利用件数 22件

病院統計 令和6年1月

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

下関医療センター
公式SNS

病院からのお知らせ、
様々な情報を無料で
お届けします。

LINE@

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

下関医療センター
2022年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

YouTube病院公式

院⾧が語る！地域医療構想

現在下関市では病院再編計画が議論されていま
す。皆様にこの計画をよく理解していただけるよ
う動画を作成しました。是非ご覧ください。

院⾧からのメッセージ
私が院⾧に就任した２０１８年からお届けしてきた本メッセージは、今回が最後となる。レインボウ通信を少しで

も興味をもって手に取ってもらうために、医療従事者を読者に想定して、あれやこれやと執筆してきた。お楽しみい
ただけただろうか。
私はこの３月をもって院⾧を退職する。突然の決定には、循環器内科常勤医の山口大学からの派遣打ち切りに伴う

病院内外の混乱が原因にある。これを収拾し、下関の医療を守るためには、私が身を引くことが最善と判断させてい
ただいた。
４月から大下昇・脳神経外科部⾧が院⾧代行を務めるので、ご指導ご鞭撻と温かいサポートを、みなさまにはお願

いする次第である。
心残りは病院再編のこと。
本欄では過去２回（２０２１年４月と２０２３年４月）、アメリカ・ナパバレーのスーパーブルームになぞらえ

て、病院統合への意気込みを伝えた。在任中の開花はかなわず、最後の水やりに関われないことが残念だ。
しかし、スーパーブルームは間近だろう。当院を離れても見守ることはできる。美しい花々が下関の地にいっせい

に咲き誇る光景を、いつの日か目にすることができると信じている。

すべてが思うほど うまくはいかないみたいだ
夜空のむこうには もう明日が待っている

６年間のご愛読ありがとうございました。

チャンネル登録、
ご視聴お願いします！

3/12 誕生日会
3/15 コーヒーの日

（ショートケーキを添えて）

▶2024年2月号

▶2024年3月号
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役職職員名簿
氏名 役職

山下　智省 院長

森永　俊彦 副院長

加藤　　彰 副院長

大下　　昇 統括診療部長

森田　克彦 総合診療科部長

飯田　　武 消化器内科部長

松田　崇史 消化器内科部長

原田　耕志 循環器内科部長

野田　　薫 糖尿病内分泌内科部長

縄田　涼平 血液内科部長

杉山　暁子 血液内科部長

西村　　拓 消化器外科部長

蘓村　秀明 消化器外科部長

定永　　浩 脳神経外科部長

志摩　秀広 脳神経外科部長

赤松　洋子 皮膚科部長

山口　史朗 泌尿器科部長

布　　佳久 眼科部長

田中　邦剛 耳鼻咽喉科部長

佐々木克巳 放射線科部長

小松　徹郎 放射線科部長

二宮　史浩 歯科口腔外科部長

瀬戸口美保子 病理診断科部長

得津　裕俊 麻酔科部長

氏名 役職

吉国　健司 薬剤部長

清木　雅一 臨床検査技師長

安川　浩介 診療放射線技師長

壬生　拓也 作業療法士長

渡邊　孝幸 臨床工学技士長

古賀美砂紀 看護部長

松隈眞紀子 副看護部長

石丸　弘子 看護師長

藤井須磨子 看護師長

吉村　和美 看護師長

香井　紀子 看護師長

石本　知子 看護師長

内藤　智子 看護師長

川本亜紀子 看護師長

垣本　　希 看護師長

山本多加世 看護師長

礒本　恵子 看護師長

日高ひとみ 看護師長

小池千也子 看護師長

有村　和則 看護師長

松原　大作 事務部長

山脇　　淳 総務企画課長

青柳　法謹 経理課長

吉岡　禎三 医事課長




